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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 施設名 下田市役所 所管課 財務課・企画課

 
建築年

本館　1956 年（昭和 31 年） 

西館　1978 年（昭和 53 年） 

別館　1967 年（昭和 42 年）

延床面積 3,117.3 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題

新庁舎を河内地区に整備することが決定している状況であり、移転後の跡地活用が課

題となっている。伊豆急下田駅周辺整備計画などの関連既存計画との調整も必要だが、

新庁舎への移転時期が迫っている中で、早期に方向性を検討していく必要がある。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要
伊豆急下田駅に近接しており、まちの中心に位置することから、市民及び観光客の利用

が想定される機能を配置し、まちづくりに寄与するような活用を図る。

 関連他施設等 

（関係課）
なし

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）

 2020

（R2）

 2021

（R3）
現庁舎安全性調査 4,500 千円

 2022

（R4）

現庁舎補強計画・設計 

耐震補強工事

4,950 千円 

11,715 千円

 2023

（R5）
跡地活用検討業務 5,000 千円

 

後

期

2024

（R6）
整備計画策定 10,000 千円

 2025

（R7）
施設設計 10,000 千円

 2026

（R8）

現庁舎解体工事 

施設整備
300,000 千円

 2027

（R9）

 2028

（R10）
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。  

 施設名 下田市役所新庁舎 所管課 企画課

 
建築年

活用棟　1982 年（昭和 57 年） 

体育館棟　1986 年（昭和 61 年） 

新築棟　2026 年予定

延床面積 新庁舎　5,400～5,900 ㎡予定

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題

現庁舎は、行政サービスの拠点として多くの市民に利用されているが、いずれの建物も

建築後 40 年以上が経過し、老朽化が進んでいること、津波浸水想定区域内にあることな

ど、安全性、利便性等について早急な対応が必要となっている。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要

令和４年６月に従来の新庁舎基本計画を改訂し、令和元年度購入用地と旧稲生沢中

学校用地を一体で敷地と設定。耐震性のある既存学校施設を活用し、令和７年度末まで

に新庁舎として整備、令和８年度早期の開庁を目指す。利用者及び職員の安全性、利便

性等の向上を図る。

 関連他施設等 

（関係課）
なし

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）

 2020

（R2）

 2021

（R3）
稲生沢中学校耐力度調査 4,840 千円

 2022

（R4）

旧稲生沢中学校校舎改修設計 

新築棟設計
37,180 千円

 2023

（R5）

旧校舎改修工事、既存解体、

新築棟設計、無線移設工事
822,700 千円 緊急防災・減災事業債

 

後

期

2024

（R6）

新庁舎整備工事 

無線移設工事
873,000 千円 緊急防災・減災事業債

 2025

（R7）
新庁舎整備工事 765,000 千円 緊急防災・減災事業債

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 
施設名 旧第１分団第 1 部消防団詰所 所管課 防災安全課

 建築年 1980 年（昭和 55 年） 延床面積 55.4 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題

第１分団第 1 部の消防団員の活動拠点となる施設（大川端）。耐震性なし。 

また、津波浸水想定区域に位置し、大規模地震発生時の津波により、消防車両の出動 

や現地までの走行が困難となることが予測されている。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要 令和 4 年度中に解体。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）
統合の検討

 2020

（R2）
統合の検討

 2021

（R3）
統合の検討

 2022

（R4）
解体 1,991 千円 △55.4 ㎡

 2023

（R5）

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 施設名 第１分団第 2 部消防団詰所 所管課 防災安全課

 建築年 1978 年（昭和 53 年） 延床面積 66.2 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題

第１分団第 2 部の消防団員の活動拠点となる施設（二丁目）。耐震性なし。 

また、津波浸水想定区域に位置し、大規模地震発生時の津波により、消防車両の出動 

や現地までの走行が困難となることが予測されている。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要

施設の老朽化や団員数の減少により、部の統合は必要である。 

詰所の移転先は津波浸水域にかかわらず検討し、統合の内容についても分団・地元区

と再検討していく。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）
統合の検討

 2020

（R2）
統合の検討

 2021

（R3）
統合の検討

 2022

（R4）
統合の検討

 2023

（R5）
統合の検討

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 施設名 新第１分団第１部消防団詰所 所管課 防災安全課

 建築年 1993 年（平成 5 年） 延床面積 89.7 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題

第１分団第１部の消防団員の活動拠点となる施設（下田公園下）で耐震性あり。 

また、津波浸水想定区域に位置し、大規模地震発生時の津波により、消防車両の出動 

や現地までの走行が困難となることが予測されている。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要
令和 4 年度に、第 1 分団第 1 部と第 3 部が統合し、新第 1 分団第 1 部として使用を開

始した。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）
統合の検討

 2020

（R2）
統合の検討

 2021

（R3）
統合の検討

 2022

（R4）
第 1 分団第 1 部と第３部が統合

 2023

（R5）
分団内での更なる統合の検討

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 施設名 新第１分団第３部消防団詰所 所管課 防災安全課

 建築年 1993 年（平成 5 年） 延床面積 68.0 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題

令和４年度から、第１分団第３部が使用する、消防団員の活動拠点となる施設（消防署

隣接）。耐震性なし。 

また、津波浸水想定区域に位置し、大規模地震発生時の津波により、消防車両の出動 

や現地までの走行が困難となることが予測されている。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要

令和 4 年度の組織編成から、施設名称を第１分団第４部消防団詰所から第１分団第 3

部消防団詰所に変更した。 

今後も、第 1 分団の詰所の移転について地元分団・地元区と再検討していく。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）
統合の検討

 2020

（R2）
統合の検討

 2021

（R3）
統合の検討

 2022

（R4）
統合の検討、詰所の名称変更

 2023

（R5）
統合の検討

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 施設名 第 2 分団第 1 部消防団詰所 所管課 防災安全課

 建築年 1964 年（昭和 39 年） 延床面積 54.4 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題

第 2 分団第 1 部の消防団員（本郷）の活動拠点となる施設。耐震性なし。 

また、津波浸水想定区域に位置し、大規模地震発生時の津波により、消防車両の出動 

や現地までの走行が困難となることが予測されている。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要
施設の老朽化により、集約を検討していく。立地的に他の部との統合は困難であるため 

当面は、定期的な点検を行いつつ、予防保全による適切な管理を行う。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）

 2020

（R2）

 2021

（R3）

 2022

（R4）

 2023

（R5）

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）

定期的な点検を行い、予防保全による適切な管

理を行う。
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 施設名 旧第 2 分団第 2 部消防団詰所 所管課 防災安全課

 建築年 1976 年（昭和 51 年） 延床面積 61.1 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題 第 2 分団第 2 部の消防団員の活動拠点となる施設（河内）。耐震性なし。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要
施設の老朽化や団員数の減少により、第 2 分団第 4 部との統合となった。 

令和 4 年度中に解体。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概

算）

面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）
統合の検討

 2020

（R2）
統合準備

 2021

（R3）
統合詰所建設予定

 2022

（R4）
解体 　1,298 千円 △61.1 ㎡

 2023

（R5）

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 施設名 第 2 分団第 3 部消防団詰所 所管課 防災安全課

 建築年 2015 年（平成 27 年） 延床面積 112.0 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題 第 2 分団第 3 部の消防団員の活動拠点となる施設（大沢）。耐震性あり。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要 本施設は、市民生活の安全・安心を確保する施設として、継続利用する。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）

 2020

（R2）

 2021

（R3）

 2022

（R4）

 2023

（R5）

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）

定期的な点検を行い、予防保全による適切な管

理を行う。
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 

 施設名 新第 2 分団第 2 部消防団詰所 所管課 防災安全課

 建築年 2021 年１２月 延床面積 120.0 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題

令和 4 年度に旧中公民館跡地に統合詰所を建設し、名称を第 2 分団第 4 部から「第 2

分団第 2 部」に名称変更した。 

消防団員の活動拠点となる施設（活動範囲：河内、立野、中地区）、耐震性あり。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要 本施設は、市民生活の安全・安心を確保する施設として、継続利用する。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）

 2020

（R2）

 
2021

（R3）

旧第 2 分団第 2 部及び旧第 4

部の統合詰所を建設
75,064 千円 120 ㎡

・静岡県地震・津波対策等

減債交付金 

・過疎債

 2022

（R4）

 2023

（R5）

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）

建設後は、定期的な点検を行い、予防保全による

適切な管理を行う。
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 施設名 箕作地区コミュニティ消防センター 所管課 防災安全課

 建築年 2005 年（平成 17 年） 延床面積 114.1 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題 第 3 分団の消防団員の活動拠点となる施設。耐震性あり。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要

令和 4 年度に第 3 分団は１から３部を統廃合し、当該詰所１か所に統合となった。 

本施設は、市民生活の安全・安心を確保する施設として、適切な維持管理をおこないつ

つ、継続利用する。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）
壁面補修 600 千円

 2020

（R2）

 2021

（R3）

 2022

（R4）

 2023

（R5）

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）

定期的な点検を行い、予防保全による適切な管

理を行う。
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 施設名 旧第 3 分団第 2 部消防団詰所 所管課 防災安全課

 建築年 1980 年（昭和 55 年） 延床面積 46.3 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題 第 3 分団第 2 部の消防団員の活動拠点となる施設（須原）。耐震性なし。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要 令和 4 年度から部の統合により廃止が決定。令和４年度中に解体。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）

 2020

（R2）

 2021

（R3）

 2022

（R4）
解体 1,287 千円 △46.3 ㎡

 2023

（R5）

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 施設名 旧第 3 分団第 3 部消防団詰所 所管課 防災安全課

 建築年 1975 年（昭和 50 年） 延床面積 54.2 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題 第 3 分団第 3 部の消防団員の活動拠点となる施設（椎原）。耐震性なし。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要
令和５年度中に建物解体を予定している。 

底地は市有地であり、利活用方法として、売却を検討中。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）

 2020

（R2）

 2021

（R3）
統合の検討

 2022

（R4）

 2023

（R5）

第 3 分団第 1 部に統合となり、 

建物は年度内に解体を予定
3,000 千円 △54.2 ㎡

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 施設名 第 4 分団第 1 部消防団詰所 所管課 防災安全課

 建築年 2011 年（平成 23 年） 延床面積 111.1 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題 第 4 分団第 1 部の消防団員の活動拠点となる施設（横川）。耐震性あり。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要 本施設は、市民生活の安全・安心を確保する施設として、継続利用する。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）

 2020

（R2）

 2021

（R3）

 2022

（R4）

 2023

（R5）

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）

定期的な点検を行い、予防保全による適切な管

理を行う。
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 施設名 第 5 分団第 1 部消防団詰所 所管課 防災安全課

 建築年 2016 年（平成 28 年） 延床面積 120.0 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題 第 5 分団第 1 部の消防団員の活動拠点となる施設（柿崎）。耐震性あり。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要 本施設は、市民生活の安全・安心を確保する施設として、継続利用する。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）

 2020

（R2）

 2021

（R3）

 2022

（R4）

 2023

（R5）

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）

定期的な点検を行い、予防保全による適切な管

理を行う。
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【施設情報】 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 施設名 第 5 分団第 2 部消防団詰所 所管課 防災安全課

 建築年 1988 年（昭和 63 年） 延床面積 70.8 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題

第 5 分団第２部の消防団員の活動拠点となる施設（須崎）。耐震性あり。 

また、津波浸水想定区域に位置し、大規模地震発生時の津波により、消防車両の出動 

や現地までの走行が困難となることが予測されている。 

第 5 分団第 3 部から第 5 分団第 2 部に名称変更となった。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要 本施設は、市民生活の安全・安心を確保する施設として、継続利用する。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）

 2020

（R2）

 2021

（R3）

 2022

（R4）
第 5 分団第 2 部に名称変更

 2023

（R5）

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）

定期的な点検を行い、予防保全による適切な管

理を行う。
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 施設名 第 6 分団第 1 部消防団詰所 所管課 防災安全課

 建築年 1988 年（昭和 63 年） 延床面積 69.6 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題

第 6 分団第 1 部の消防団員の活動拠点となる施設（吉佐美）。耐震性あり。 

また、津波浸水想定区域に位置し、大規模地震発生時の津波により、消防車両の出動 

や現地までの走行が困難となることが予測されている。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要

本施設は、市民生活の安全・安心を確保する施設として、継続利用しつつ、浸水区域外 

への移転、統合を検討する。 

令和 4 年度に第 6 分団第 3 部（田牛）と統合した。 

今後は、第 6 分団第 2 部（大賀茂）との統合を検討していく。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）

 2020

（R2）

 2021

（R3）
統合の検討

 2022

（R4）
第 6 分団第 3 部と統合

 2023

（R5）
更なる 6 分団統合詰所の検討

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）

定期的な点検を行い、予防保全による適切な管

理を行う。
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 施設名 第 6 分団第 2 部消防団詰所 所管課 防災安全課

 建築年 1979 年（昭和 54 年） 延床面積 57.8 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題 第 6 分団第 2 部の消防団員の活動拠点となる施設（大賀茂）。耐震性なし。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要
施設の老朽化はあるが、本施設は、市民生活の安全・安心を確保する施設として、継続

利用しつつ、6 分団内の部の統合を検討する。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）

 2020

（R2）

 2021

（R3）
統合の検討

 2022

（R4）
統合の検討

 2023

（R5）
統合の検討

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）

定期的な点検を行い、予防保全による適切な管

理を行う。
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 施設名 旧第 6 分団第 3 部消防団詰所 所管課 防災安全課

 建築年 1973 年（昭和 48 年） 延床面積 42.2 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題

第 6 分団第 3 部の消防団員の活動拠点となる施設（田牛）。耐震性なし。 

また、津波浸水想定区域に位置し、大規模地震発生時の津波により、消防車両の出動 

や現地までの走行が困難となることが予測されている。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要
令和５年度に、第 6 分団第 1 部に吸収合併し、詰所は廃止とする。 

詰所は解体予定、底地は私有地であるため返却する。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）

 2020

（R2）

 2021

（R3）
統合の検討

 2022

（R4）

 2023

（R5）

第 6 分団第 1 部に統合 

建物は年度内に解体を予定
3,000 千円 △42.2 ㎡

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）

定期的な点検を行い、予防保全による適切な管

理を行う。
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 施設名 白浜地区防災センター 所管課 防災安全課

 建築年 2016 年（平成 28 年） 延床面積 210.0 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題
第 7 分団第 1 部の消防団員及び、地域の防災組織の活動拠点となる施設。 

耐震性あり。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要 本施設は、市民生活の安全・安心を確保する施設として、継続利用する。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）

 2020

（R2）

 2021

（R3）

 2022

（R4）

 2023

（R5）

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）

定期的な点検を行い、予防保全による適切な管

理を行う。


